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本日のご説明内容

【第４回】ダイキンのR&D
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グローバルな社会課題と解決に向けた世界的枠組み

最もリスクが高い

社会課題
社会課題解決に向けた

世界的枠組み

国連
グローバル
コンパクト

国連
持続可能な開発目標

（SDGs)

国連
気候変動
枠組条約

（パリ協定）

国連
モントリオール議定書

キガリ改正

水危機

気候変動の緩和
や適応への失敗

自然災害異常気象

感染症の
広がり

生物多様性の
喪失



環境長期ビジョン
を策定

2050

社会課題解決に向けた世界的枠組みへの対応

国連グローバルコンパクト
参加

TCFD提言への賛同を表明

2008 2018 20502019
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国連 持続可能な開発目標
(SDGs) への貢献

ẑTCFD ṇ ṇ שּ ךּ ṇ P.15



空調

フィルタ

化学

その他
（油機・特機・電子）

5

ダイキンの価値創造のプロセス

解決に貢献
しうる社会課題

社会に提供する価値

使用
研究・
開発

生産

調達

販売

戦略
FUSION20

アフター
サービス・
リサイクル

事業を通じて社会課題の解決に取り組むことで
新たな価値を提供し、持続的な成長をめざす

価値創造を
支える人材育成

ḱ
Ṅ

︣

︣

︣

︣

３つの価値創造
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ダイキンがめざす価値創造

人に対する価値創造地球に対する価値創造 都市に対する価値創造

環境負荷を低減しながら、
人と空間を健康で快適にする新しい価値を提供する

︢
︡ḭ
︣

︢
ṇ

︡ḭ
שּ ︣

︡ḭ
Ṅ
︣

︣ ṕSDGsṖ ︣ ṕSDGsṖ ︣ ṕSDGsṖ
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社会課題解決と事業拡大を支える研究・開発

環境調和製品や差別化商品を生み出し、
次世代技術の基礎を築く

次世代技術
差別化商品

・快適性
・デザイン性

・換気機能
・空気清浄

環境調和製品

・高い省エネ性
・低温暖化冷媒

ヒート
ポンプ

イン
バータ

冷媒制御
技術

３つのコア技術

研究・開発
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ểḰ נּ

ṕểṖ

ṕỄṖTIC וֹףּ

ṕễṖ



（１）研究開発の体制 - 開発拠点の位置づけ

TIC Ṯ ṕ Ṗṯ Ṯ ṇ 5 ṯ

外部協創を通じたオープンイノベーション
︣ 技術開発を実行︣ Ḯ

ḱ中長期視点での技術戦略 ḭ差別化
技術
ḱ כֿ︣ ḭ

︢ 差別化技術を素早く提供

ṇ נּ כֿ ḭ地域
に合わせた商品開発 ︣ Ḯ
ḱ ṇ ךּ בֿ マーケティング～商品開発

までを実行
ḱ נּ 短期視点での商品開発

ḭ ︡ ︡ ḭ
ṇḱ ṇ ṇṕTICṖ

連携

TIC と商品開発拠点が連携することで、新たな価値創出による持続的な成長・発展に貢献する

9
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（１）研究開発の体制 - グローバルに広がる開発拠点

中国

Ệ
3

1

欧州

7
1

4

日本

TICể
2
1
ể

グローバル合計39 拠点

アジア

Ệ
2

北米

5
Ễ

1



（１）研究開発の体制 - グローバル商品開発拠点の役割（空調）

アジア

欧州

インド

中国

日本

米国

日本の商品開発拠点（グローバルマザー） ḭ各地域の商品開発拠点（第二のマザー）נּ

צּ ︣ כֿ ḭグローバル全体でスピーディーに商品ラインアップを拡充。

IAQ

11



（２）TIC における技術開発の方針

社会実装

技術

リサーチ

TIC の

ミッション

差別化

技術開発

︣ ¬差別化技術の開発º ḭ ¬最先端技術のリサーチºḭ

וֹ ¬早期の社会実装º ︣ ḭ３つの協創 Ḯ

グループ内
の協創

社外
との協創

顧客
との協創

קּ ḭ

ṇ ḭ

ṇ

ḭ ︣

כֿ

12



（２）TIC における技術開発の方針 - これまでの主な協創取り組み

ỄỂểệ ỄỂỄỂ

2015 11
TIC 開設

2017
大阪大学包括連携
・ダイキン情報技術大学開設

AI

2018
東京大学包括連携

2016

清華大学包括連携

2019 11
CVC室開設

・WASSHA

ḱ

2018 2
CRESNECT（クレスネクト）

ḱ
ṇ ︡ שּךּ

ṇ

・CRESNECTを活用した
point 0 marunouchi の開設

וֹ שּ
ṕ2019לּ 7 Ṗ

2020
同志社大学包括連携

2015
産総研包括連携

ḱ
ḱ
ḱ
ḱ ṇ

ḱ
ḱ

2018 オープンイノベーションラボ（シリコンバレー）開設
2019 オープンイノベーションラボ（シンセン）開設
ṇ

13



（３）外部協創の取り組み事例 - 東大発ベンチャー フェアリーデバイセズ

ẇ

Ṯ ṯ

ḱ נּ ךּ ךּףּ ḭ ḭ ḭ

וֹ צḭ保守点検やメンテナンスなどのサービス業務の品質ּשּ Ḯ

Ṯ ṯ

ḱ צּ ︣ ḭפּ サービスエンジニアが不足。

・ ṇ וֹףּ サービス業務の品質向上 ḭ サービスエンジニア

の早期育成 Ḯ

ḱ ṇ צּ 音声認識やエッジAI 、データ解析などのデジタルテクノロジー ḭ

グローバル規模で培ってきた現場の知見צּ ḭוֹ ṇ וֹףּ

作業効率と作業品質を向上אל Ḯ

ẇ

コネクテッドワーカーによる現場業務の革新

14
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（３）外部協創の取り組み事例 - 東大発ベンチャー フェアリーデバイセズ

ẇ ṇ צּ ︡ ṇ

ṣTHINKLETĤ( )Ṥ Ḯ

ẇ ︡ ṇ 遠隔地の作業者をサポートし教育できるצּ

遠隔作業支援ソリューションを開発。

Ṯ ṯ

Ṯ ṯ

ṇ ︡ḭ ṇ ︡ Ḯשּךּ
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（３）外部協創の取り組み事例 - 大阪大学

ẇ

ẇ

Ṯ ṯ

ḱAI によるデータ解析の技術が飛躍的に

発展︣ ḭ Ṅ צּ Ḯ

Ṯ ṯ

ḱ新たな空調ソリューション事業の創出 ḭ

ものづくり技術の高度化ḭ業務改革の

推進 AI ּצ Ḯ

ḱAI ・IoT 活用を推進する人材の不足。

ṕ צּ Ṗ

ḱAI ךּ נּ ︡ḭ 先進的な情報科学

分野の知見 空調技術や産業技術の幅広いノウハウ וֹ Ḯ

ダイキン情報技術大学の取り組み



ḭ ḭ ︡ḭ

2020 年度末に700 人、2021 年度末に1,000 人のAI ・IoT 人材の育成 Ḯ
17

（３）外部協創の取り組み事例 - 大阪大学

AI の基礎知識やAI 技術の活用方法を学ぶ講座 ḭנּ 課題に基づいた

プロジェクトベースの演習 כֿ ḭAI ・IoT を事業開発や技術開発に

生かすことּצ קּ ṇ Ḯ

Ṯ ṯ

Ṯ ṯ

基幹職層向け
AI 活用講座
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ỄḰ10 נּ
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研究開発の重点領域・取り組みテーマ

︢
︡ḭ

Ṍ2025 Ṍ2030

R32

ṇ

︢
ṇ ḭ

שּ

︡ḭ
Ṅ

︣
פּ

外部協創
●産産
●産学
●産官

ṇ

ḱ GWP
ḱ

ḱ
ḱ

重点領域 取り組みテーマ

気候変動の
深刻化

エネルギー・
電力需要の
拡大と集中

大気汚染の
深刻化

価値創造を実現する研究・開発体制の構築

CO2

ṇ

コロナ禍により
ニーズが加速

19



①CO2削減 - 冷媒関連技術

ẇ ךּ צּ ḭ אל Ḯ

ẇ צּ CO2 ךּ ḭ צּקּ Ḯ

Ṩ 120 CO2צּ ︡ḭ 2050 Ḯ

Ṩ CO2 2050 (2030 ףּ( Ḯ

ẇ2018 בֿ ṡ 2050Ṣ ḭ

Ḯ

ẇ ︣ ḱ ṇ

︢ ḭ Ḯ

20



ẇ ḱ ︣ ṇ ṇ ︡ ḭ 低GWP冷媒の技術開発

︢ ︣ ḭ ︣ לּ ︣ Ḯ

ẇ אל ḭ 回収再生に関わる技術開発 ḭ

︢ Ḯ

①CO2削減 - 冷媒関連技術

Ṯ פּפּ ︠︣ ṯ

21



①CO2削減 - ヒートポンプ領域の拡大

ẇ ¬ º צּקּ Ḯ

ẇ פּ CO2 צּ ךּקּ ḭ ךּ פּ ḭ

ךּ ṇ צּ ךּ Ḯ

ṇ ḭשּ

ḭ ︡ קּ נּ ḭ ṇ צּ

ラジエタ

床暖

床暖

給湯

Ḳ温水式Ḳ温風式

Ẍ

温風 ḭ
ダクトで温風を搬送

温水 ḭ
床暖などに温水を供給

22
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①CO2削減 - ヒートポンプ領域の拡大

ẇ וֹףּ ṇ אל ḭ

︣ Ḯ

︡

ṇ

ṕ Ṗּצ
︡ ךּשּ

ךּףּ צּ קּ ךּשּ ︡ḭ
שּ Ḯ

ẇ ︡

︡ḭ

Ḯ

[%]

ḱ

0

25

50

75

100

-30 -20 -10 0 10 20

圧縮機技術
による能力向上

地域負荷

世界各都市人口
＞2000 万人

＞1000 万人

＜1000 万人

ṕ Ṗ

23



②省エネルギー - エネルギーマネジメント

ẇ ￼ קּ ṇ Ḯ

ẇ ḱ צּ ḭ ṇ צּ Ḯךּ

ṇ צּ ךּ Ḯ

ẇ ṕ2016 Ṍ2020 Ṗ

自動デマンドレスポンス（ADR ）システム

ḭ ḭ

פּ

︢ ṕDRṖ Ḯלּ

実証成果

ḱ需要予測に対し、高いDR応答成功率において

制御可能 טּ כֿ ︡ Ḯ

ḱAI/ ḭ

אל צּ Ḯ

ḱ ךּ פּ 電力調整可能量の

算定ロジックを構築し、空調機による調整力の

可能性 ︡ Ḯ

バーチャルパワープラント（VPP）システム

VPP ṕ Ṗ

kW ḭקּ

ṕDRṖ Ḯלּ

24



②省エネルギー - エネルギーマネジメント

25

ẇ אל ṇ ṕ2020.12 ṌṖ
エネルギーサービスソリューションでの電力協業 ḭ ḭ ḭ ṇ ṇ ḭ

ḭ ṇ פּ ḭ当社が取り組むべきテーマの企画・具体化と実地PoCによる

検証 ︣Ḯ

■エネルギーマネジメントを活用したスマートシティへの参画

ẇ ṇ ṕTengah Ṗ

ṇ ṇ ṕ700 Ṗ 42,000 Ḯ

ḱ ḭ ḭ ṇ ḭ ṇ ḭ

ṇ ︣ Ḯ

ḱ ḱ

צּ ︡ḭエネルギーマネジメントを含む

ソリューション事業の検証 Ḯלּ



③安心安全 - 空気空間の価値拡大

26

気流可視化
シミュレーション

グローバル全体で「安心・安全」な空気質ニーズの高まり

捨てる

やっつける

見える化

安心・安全な
空気空間づくり

ストリーマ
紫外線

各種フィルタ

換気機器

つかまえる



③安心安全 - 空気空間の価値拡大

ẇ צּ ︣ ḭ ṡ קּ Ṣ ṡ Ṣּצ Ḯ

כֿ קּ ḭ ︣ ︣ Ḯ

ẇ Ṅ צּ ︡ḭ כֿ︣פֿ צּ קּ צּ

ךּ Ḯ

ON OFF

健康で快適に働けるオフィス空間づくりに向けた実証を『point0 marunouchi 』にて実行中

27



持続可能な成長に向けた研究開発

28

持続可能な成長に向けた環境負荷低減に取り組み続ける

社会課題解決に対する取り組み
人地球 都市

CO2 ḱ ḱ

CO2削減
・冷媒関連技術
・ヒートポンプの拡大

省エネルギー
・エネルギーマネジメント

安心安全
・空気空間の価値拡大

社会課題の根本原因を解決するような技術開発にもチャレンジ

ṇ

3R
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ṕễṖ ṇ ḭ ṇ

ṕỆṖֿכ פּ טּ
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ḱ

ṇ

ṕ Ṗ

וֹ

欧州

アジア

日本 米国
ハイドロ

キット

床暖房

ファンコイル

ラジエータ

給湯タンク

30

ḱ
צּ

3D

Ẍ פֿ ḭ צּ Ḯ

כֿ ṇ נּ ︡ קּ Ḯ

צּ קּ

LaunchXṣ ṇṤ

（１）グローバル空調市場の多様性 - 嗜好性

中国
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（１）グローバル空調市場の多様性 - 気候性

31

99%

ể%

日本
（950 万台）

中国
（4,215 万台）

76%

24%

赤道

27%

73%

欧州・中東・ｱﾌﾘｶ
（1,258 万台）

36%

64%

北米・中南米
（1,447 万台）

熱帯地域

40%

60%

世界合計（ルームエアコン）

60%
40%

10%

90%

アジア（日中除く）
・オセアニア

（1,720 万台）

Ṗ

Ẍ ḭ ḭ 3 וֹ Ḯ

צּ נּ Ḯ

פּ ṇ קּ צּנּ Ḯ

寒冷地域
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Ẍ ḭ Ṋ טּצּךּ Ḯṕ ḭ (EMC) Ṗ

ḭ צּ שּקּ ךּ Ḯ

Ẍ ṕ ṇ Ṗ
ḭ ṕAPFḱSEER Ṗ

צּ Ṅ Ḯ

ệẅ

ễṌỆẅ

Ễẅ

ể

Ễ

ễ

Ọ+++

Ọ++

Ọ+

Ọ+++

Ọ++

Ọ+

SEER20

SEER19

SEER17

SEER15

SEER14

HSPF19

HSPF17

HSPF13

HSPF11

HSPF8.2

ṕAPFṖ

Ẕ
ẓ

ṕ 3.5kW Ṗ

○環境に関する規制、法律ḱḱḱḱḱ ḭ ḭ ḭ3R ḭ

○製品安全に関する規制、法律ḱḱḱ ḭ ḭ ḱ ḭ
ṕIECṖ טּ ḭצּ ḭ

Ṋ טּצּךּ Ḯ

EU EMC

Energy Network 
Association

IEEE

GB

CNS

ẌEMC ṕ Ṗ
︣

国ごとに決められている規制の事例：

（１）グローバル空調市場の多様性 - 規制・規格
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（１）グローバル空調市場の多様性 - 市場最寄り化

ךּ שּ וֹ ḭ

︣ ḱ לּ

『市場最寄り化』

פֿ ṇ
שּ ︡ḭ

כֿ︣

Ẍ多様化するニーズ変化 ḭ ḱ 予測できないリスク

︡ḭ柔軟かつ素早い対応を可能とするֿכ ḭּף 安心・安全を届ける

モノづくり

כֿ קּ ךּ
וֹ כֿ



（２）市場最寄り化とベースモデル構想 –市場最寄り化

ṇ נּ
ḭ ︣ ︣

Ẍ ṇ Ṅ נּ

Ẍ Ṍ Ṍ ḭ ṇ

ẌBCP ḭ

34

ḱ ḱ צּ
ḱ ṇ פּ ḭ

ḭ ḭ
ךּ ḭ ṇ צּ ךּ

ḱḱḱ
ḱ ṇ צּ︡
ḱ צּ ךּ
ḱ ṕ Ṗךּ

ḭ

Ẍ ︣ כֿ ḭ現地ニーズに素早く応える体制を構築︣ Ḯ

ḭ צּ ḭ צּ ￼ḭ

טּצּ Ḯ



（２）市場最寄り化とベースモデル構想 –ベースモデル構想

ṇ ḭ様々な要素部品を容易に
組み替えることが可能 ṣベースモデルṤךּ︡

35

Ẍ צּ ṇ שּ ḭּפ

ṇ ךּ ︣ 『ベースモデル構想』 Ḯ

︡ḭ
ṇ ︣

コスト競争力の向上と
省エネ・差別化技術の強化

ṇּצḭ
ṇ טּ

︣

グローバル全体にスピーディーに
展開することが可能

ṇ

ṇ



（３）ベースモデル、モジュール構想の具体事例 - ベースモデルの開発コンセプト

︣ 部品や材料の仕様を標準化し、אל 最安値部材・部品を採用するֿכ コスト
ダウン極大化

コストウェイトの高い基幹部品のコストを低減︣ 送風技術を磨く

ṇ ṇ ṇ נּ שּךּ ḭ機能のカスタマイズが可能なモジュー
ル構想

１

２

ベースモデル 開発コンセプト

３

Ẍ ボリュームゾーンをターゲットに、標準化にこだわりḭ אל

︡ 壁掛けベースモデル Ḯ
ḭ多種多様なニーズに応える Ḯ

36
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（３）ベースモデル、モジュール構想の具体事例 - ベースモデルの取り組み事例
（コスト低減）

ӊ Ṑ

ῖḚ

 

₣

ṥ Ṧ

Ẍ ḭ ḭ שּ ḭコストウェイ

トの高い要素部品を削減し、コストダウン Ḯ

室外機

ṇ ṇ

ṇ ṇ
室内機

Ẇ ḭ ḭ ỉ ἲ 集約によりコスト低減
Ẇ ︣ כֿ

風量を増やすこと ḭコストウェイトの高い要素部品を削減
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Ẇ ︡ ṇ ḱ ḱ ḱ ḱ

グローバル各地域へとスピーディーに展開。

（３）ベースモデル、モジュール構想の具体事例- モジュール構想の考え方

Ẍ פּ 地域ニーズに応じた機能をカスタマイズ קּ לּ

︣ ḭ機能ごとにモジュール化︣ וֹ ṇ Ḯ

多種多様なニーズに応える開発をスピーディーに実現Ḯ

38

室内機 モジュール構想

＜従来の室内機母体＞
Ẇ טּצּ ḭ

צּ פּפּשּ Ḯ
基本モジュール 機能モジュール

Ẇ ṇ ︡ḭ製品を動かす基本モジュール、

付加価値を生み出す機能モジュール וֹ נּ Ḯ

ṇ

ףּ ṇ

ṇ ṇ

ṇ

ṇ ṇWifi

ﾄﾞﾗｲ 再熱

除湿モジュール

/ ṇ

省エネと機能の
カスタマイズを両立



（３）ベースモデル、モジュール構想の具体事例 - モジュール構想の具体事例
（換気機能搭載ＲＡの短期間開発）

Beside CO2 ṇ
ḭCO2 ︢
ḱ Ḯלּ

ṕ Ṗ

■モジュール開発事例
ṇ אל 室内機を活用︡ḭ ︣ כֿ 短期間で換気モデルを開発Ḯ

ṕ ︡ḭ ḱ ḭ ḮṖ
モジュール開発

■換気商品強化
ṇ
לּ¬ אל ợº ḭקּ スタンダード
モデルまで換気機能を搭載

Ẍ ṇ ṇ ︡ḭ短期間での商品

開発 Ḯお客様に安心安全な空間を提供する換気機能 ḭ

פּ ṇ ルームエアコンに全面展開︣ Ḯ

従来開発
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（４）これからのダイキンが取り組む社会課題

これまで培ってきた技術・製品・サービスを最大限に活かし
先手先手で、技術開発を実行していく部隊を目指す

空気と環境に関するあらゆる社会課題を解決し
社会の持続可能な発展に貢献する

実現に向けて解決すべき開発課題は多い

気候変動の深刻化
大気汚染の深刻化
感染症の広がり

エネルギー・電力需要
の拡大と集中

ḱ
ḱ3R
ḱ
ḱ

ḱ ṇ

ḱ ḭ
ṇ

ḱ ḱ
ḱ

ḱ

ダイキンが取り組む社会課題
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（４）取り組み事例①：安心な室内空間の提供（換気商品の拡充）

ḭ
換気しないことによりクラスターの発生が相次ぐḮ

בֿ ︢ Ḯ

■世界中で高まる換気や清浄への需要をいち早く取り込むḭスピーディーな開発の実行ּצ Ḯ
Ẍ市場最寄り化 ベースモデル・モジュール構想 שּ נּ Ḯשּךּ

■冬期の換気問題 ■with コロナ下における意識の変化

ךּףּ 適切な換気ができていることが、
お客様に選ばれるための必要条件 ךּ Ḯ

ṡ ︣ Ṣ
冬場に換気する人は75 ％ Ḯךּ

安心・安全な換気・空気質 期待値は高い。
טּ ḱ ṇ ṇ ︡

市場最寄り化 ベースモデル・モジュール構想 柔軟かつ素早く応えていく。

ṇ ḱ ṇ

כֿ ḭ פּ︡ ︡
ךּ פּ ḭ小規模店舗等でも換気意識がצּ

高まるḮ



■これまでの「環境行動計画2020 」取り組み

■2050 年温室効果ガス排出実質「ゼロ」を目指しḭ FUSION20 ễ ︡ḭ
Ḯ לּ ︡ ḭ環境・エネルギーの問題解決をリード︣ Ḯ

■R32 エアコン累計販売台数 100 カ国以上で
ṕ2020 6 Ṗ 2,500 万台超

ṇ ṇḱ ṇ ︠︣

■オフセットの事例：
欧州での冷媒の循環利用

︡ḭ
︣Ḯ

■2050 年「温室効果ガス排出実質ゼロ」を目指す。

F20 3 ḭ ︣ ḭ
2030 ︣ שּ Ḯ

2020 2020 2019

6,000 t-CO2 6,800 t-CO2
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（４）取り組み事例②：地球環境への貢献（冷媒の循環利用）

○製品で
ḱ
ḱ

○ソリューションで
ḱ ṇ ṇ ︢

ṇ ṇ

○オフセット
ḱ ḱ

ṇ ךּ ḭ
Ḯ ︡ Ḯ



（４）これからの開発部隊のあり方
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ףּ ףּ

ףּ ṇ ḭ ḱ ṇ שּ נּ
︡ ḭ ṇ ṇ ṇ

2024 ḭ 100 נּ ︣

פּ ḱ ︣ טּ ךּ
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